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東京医科大学病院の理念と基本方針

	理　　念
人間愛と奉仕の精神に基づいて良質な医療を実践します。

	基本方針　
本学の校是である“正義・友愛・奉仕”を実践します。
1. 患者様を中心に信頼関係を築き、安心で開かれた医療を提供します。
2. 地域医療機関と連携して良質で高度な先進医療を提供します。
3. 人類の福祉と幸せの実現に貢献できる優れた医療人を育成します。
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総合相談・支援センター センター長 新年挨拶

病院長 新年挨拶

総合相談・支援センター
センター長

（副院長、消化器外科・
小児外科主任教授）

土田 明彦

東京医科大学病院 院長

坪井 良治

　平成 24 年 12 月 1 日よりセンター長に就任しましたので一言ご挨拶

申し上げます。

　当院では、患者さんや近隣の医療機関の皆様からの幅広いニーズに

応えるために、それまでの医療連携室・医療福祉相談室・在宅医療支

援室・患者相談窓口を統合し、平成 23 年 8 月に「総合相談・支援セ

ンター」を設立しました。これによって、今まで分かりづらかった複

数の窓口が廃止され、患者さんが気軽に、安心して相談にお越しいた

だけるようになりました。また、患者さんの相談内容に応じて、当セ

ンターの医師、看護師、ソーシャルワーカー、専門相談員が連携・協

力し、迅速に対応することによって、これまで以上に患者さんの満足

度を高めるよう努めております。医療連携につきましても、この組織

改編を機に、今まで以上にきめの細かい連携体制を構築していきたい

と考えております。

　お気づきの点がございましたら、忌憚のないご意見を頂戴したいと

存じます。これからもご指導、ご支援をよろしくお願い申し上げます。

　新年を迎え、皆様には益々ご清祥のことと存じます。当院は平成 23 年

8 月から統合した組織として総合相談・支援センターを運営しております

が、引き続きご高配を賜りますようお願い申し上げます。

　東京医科大学としては、昨年末に茨城医療センターが保険医療機関の

指定取り消しを受け、皆様には大変ご心配をおかけいたしました。問題

となった施設基準にかかわる診療報酬の不正請求は 4 年前のことであり、

これに対しては法人として厳正な処分と再発防止策を実施していたところ

でありますが、厚生労働省の処分が昨年末に実施されたため、対応を迫

られることになりました。この難題の解決に向けて大学本部と三病院が

一体となって奮闘努力しております。

　このたび当院の総合相談・支援センターでは、入退院と病診連携の

業務をさらに強化するために、センター長を副院長格に引き上げることに

いたしました。今後は土田明彦副院長がセンター長を、岩渕篤敬准教授、

老年病科の櫻井博文准教授、宮崎歌代子看護副部長の 3 名が副センター

長を担当します。センターの内容をさらに充実させるために、スタッフ

の強化とシステムの改善を図る予定ですので、引き続きご指導ご鞭撻を

賜りますようお願い申し上げます。
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初診に係る選定療養費の改定について

お知らせ

　平成 24 年 8 月 1 日付で総合診療科臨床教授に就任いたしました。

総合診療科の科長は平成 24 年 1 月に前任の大滝純司教授より引き

継いでおります。

　プライマリ・ケアを担当する総合診療科の当大学病院における役割

は、専門分化が高度に進んだ大学病院における初期診療です。対象は

15歳以上 75 歳未満の紹介状を持たない患者さんと、疾患または症状に

よりご紹介いただく専門診療科が不明確な患者さんが中心となります

（当院では 75 歳以上は老年病科が担当しています）。当科の初診患者

は先生方からのご紹介も増えたおかげで、年間 1 万人を超えており

ます。初診患者の内訳としては、いわゆる上気道炎、胃腸炎、頭痛など

の一般的な疾患から、都会ならではの HIV 感染症、悪性リンパ腫など

の悪性疾患や心筋梗塞まで、症状も疾患もきわめて多彩です。診断確

定後には当科より専門診療科へスムーズに引き継がれておりますので、

ご安心ください。

　今後は総合診療医（総合医）の育成にも積極的に関与していかなけ

ればなりません。地域の先生方との連携がますます重要になってくる

と認識しております。皆様の更なるご指導ご鞭撻をよろしくお願い

いたします。

　当院は、厚生労働省から「特定機能病院」の承認を受けており、他の医療機関からの紹介状

（診療情報提供書）が必要となります。現在初診料とは別にご負担いただいている「選定療養費」

3,150 円を、平成 25 年 4 月 1 日から 5,250 円に改定させていただきますことをお知らせいた

します。

　ご理解とご協力をお願いいたします。

総合診療科 臨床教授 就任挨拶

総合診療科　臨床教授

（診療科長）

平山 陽示

平成 25 年 4 月 1 日より

3,150円      5,250円
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より多くの人へ適切に情報を伝えられるよう配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。

患者ご紹介に際してのご注意とお願い
※�当院は、医師ごとの予約となっておりますので、医師の指定がない場合は、予約なし
で「初診担当」宛の診療情報提供書を患者さんにお渡しください。
　下記時間内に受付をしていただければ診察は可能です。

※事前にいただく FAXはカルテ等準備のために必要ですが、
　　◦来院日未定の場合
　　◦当日来院の場合

※�眼科教授　後藤浩への初診紹介につきまして、平成 24年 6月より予約を受け付けておりますので、医療
連携担当までご連絡ください。
	 ダイヤルイン　03-5339-3808　
※緊急受診依頼につきましては、各科に直接、代表番号よりお問い合わせください。
	 代 表 番 号　03-3342-6111
なお、ご不明な点は医療連携担当までお問い合わせください。ご理解とご協力をお願い申し上げます。

� 午前受付／ 8 ：00～ 11：00
	 午後受付／ 11：00～ 14：30　（午後は診療のない科もありますのでご確認ください）

総合相談・支援センター 医療連携担当
ダイヤルイン 03 - 5339 - 3808　FAX 03-3342-6203（直通）

FAXは不要です

＊講演及び講演テーマにつきましては変更される事もございますので予めご了承ください。

開催月日 科 講　　　師 講演テーマ

2 月13 日（水） 産科・婦人科
芥川　　修　講　　師 母児の安全　昔と今

岡井　　宗 母と児の笑顔にむけて

3 月18 日（月） 心臓血管外科 荻野　　均　主任教授 大動脈瘤破裂・
　　大動脈解離から命を救う

4 月11日（木） 消化器外科・小児外科 林　　　豊　講　　師 小児外科の日常一般的な
　　　　　　　疾患について

2013年（平成25年）東京医科大学病院  市民公開講座  予定一覧

下記懇話会を予定いたしております。
詳細は追ってホームページ等でお知らせいたしますので

皆様のご出席をお待ちいたしております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
日　時：平成 25年 2月21日（木）19：15～
会　場：東京医科大学病院　教育棟 5F　
講　師：中村洋一�先生（医療法人社団　中村診療所　理事長）
演　題：「在宅医療における課題と漢方薬の可能性」～在宅医の立場から～

「新都心医療連携懇話会」のご案内

昭和大学
産婦人科
主任教授


